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高等教育における地球市民教育（GCED）
および持続可能な開発のための教育（ESD）

の課題と可能性について
小林　亮

玉川大学教育学部教育学科教授

望月：
　本日はご多忙のところご参集くださいまして
ありがとうございます。
　まず、本日ご講演いただく玉川大学教育学部
教育学科教授の小林亮（まこと）先生のご略歴
をご紹介いたします。小林先生の研究領域は文
化心理学で、文化的意味体系の構造に焦点をあ
て、心理学的視点から人間形成における文化の
意義を研究されていらっしゃいます。異文化に
対する寛容・忍耐としての「異文化間トレラン
ス」や他者を許すことを可能にするセルフ・エ
スティーム（自尊感情）の分析を基に、ユネス
コの国際理解教育および地球市民教育を心理学
的に基礎づけられ、異文化リテラシーの獲得に
向けた学習の構築に力を注がれていらっしゃい
ます。本年 3 月にはオタワで開催されたユネス
コ国際会議「平和と持続可能な開発のためのユ
ネスコ週間」に出席されていらっしゃいます。
本勉強会において、様々ご教授いただけますこ
と、楽しみにしております。それでは、小林先
生よろしくお願いいたします。

小林：
　望月先生、ご紹介ありがとうございました。
本日は創価大学での勉強会にお招きにあずか
り、誠にありがとうございます。私も、貴重な
勉強の機会を与えていただいたと思って感謝し

ております。またこの場に、馬場学長先生、田
中副学長先生にもご臨席いただいてちょっと緊
張しております。今日は、ぜひ先生方からいろ
いろ活発なご意見・ご提言も頂ければと思って
おります。あとでディスカッションの時間を入
れさせてください。よろしくお願いします。
　先ほど控え室で田中副学長先生とお話しして
いるときに、こちらの創価大学は創価学会が母
体だということを伺いました。創価というのは
もちろん名前としてあるわけですけれど、それ
を英語に訳して、さらに日本語に再翻訳する
と、「価値創造教育」になるんだということで
す。今日は、ユネスコの価値教育の話について
お話しさせていただきたいと思うのですが、ま
さに貴学が推進しておられる価値教育と非常に
接 点 があるのではないかという 気 がいたしま
す。先生方の視点から、このユネスコの価値教
育をどのようにお考えになるか、何が課題で問
題点なのか。忌憚のないご意見を賜りたく、ど
うぞよろしくお願い申し上げます。
　では、このパワーポイントに従って話を進め
させていただきます。 1 時間くらいで終わりま
す。残りの時間はディスカッションに使わせて
頂ければと思っております。よろしくお願いし
ます。
　いろんなテーマが入っておりますけれども、
最初にユネスコとユネスコスクールについて簡
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加盟しておりますので、ぜひ貴学におかれまし
ても将来的に、こういった大学間ネットワーク
への参入の可能性もご検討いただけたらなと思
います。
　最後に、今日のお話には「高等教育における
…」というタイトルを付けましたので、ユネス
コの価値教育について、全国で今1000校以上の
ユネスコスクールで展開しているわけですけれ
ども、それに対して大学が一体どういう役割を
果たしうるのか。大学ができること、すべきこ
と、あるいはそこで出てくる課題や問題点は何
なのかを検討する予定です。まだ私の中でも
ちゃんとした答えがありませんが、先生方はい
ろんな領域のご専門でいらっしゃるかと思いま
すので、先生方のご意見も、ぜひここにぶつけ
ていただけたらありがたいと思っております。
では、この流れで進めさせていただきます。

１ ．ユネスコとユネスコスクール

　最初に、今日の一番大きなテーマの「ESD」
と「GCED」です。ユネスコで使われている略
語をそのまま使っていますが、この ESD（持続
可能な開発のための教育）と、GCED（地球市
民教育）は、どちらもユネスコが主導する価値
教育のプログラムです。「価値教育」とはそも
そも何なのか。これはまさに釈迦に説法で、先
生方のほうが（こちら創価大学でいらっしゃい
ますから）、よく 知っておられるんでしょうけ
れども…。ユネスコの文脈の中で、価値教育
（Values Education）がどう捉えられているか
と言えば、平和で持続可能な世界。国連システ
ム全体の至上命題ですね。平和で持続可能な世
界を築いていくために、私たちに必要とされる
価値を提唱しています。いろいろな普遍的な価
値があるはずですが、それを特に学校教育を通
じて、人々の行動、生き方の変容を促していこ
うとする教育の取り組みのことを総称して価値
教育といいます。
　ユネスコが設立されたのは、戦後すぐの1945

単に、序論という形で紹介させていただきま
す。そして本題として、まず「ESD」（持続可
能な開発のための教育）を扱います。これは価
値教育の一つの大きな体系です。それから、先
ほど望月先生が「異文化間トレランス」「許し
の問題」という問題をご紹介くださいましたけ
れども、これは私自身が非常に関心のあるテー
マです。「文化の和解」というユネスコの価値
教育の体系がもう一つございまして、そこで私
たちに迫ってくる問題を、今の世界情勢とも絡
めながら問題提起させていただきたいと思いま
す。そして、私が今一番関心を持って取り組ん
でいるユネスコの主導する「地球市民教育」、
「グローバル・シティズンシップ・エデュケー
ション」についてご紹介し、最後に、今ユネス
コが推進している「持続可能な開発のための教
育」（ESD）と、「グローバル・シティズンシッ
プ・エデュケーション」（GCED）が実は、これ
はばらばらのプログラムではなくて、相補的で、
しかも統合可能なものであるということを少し
ご説明したいと思います。この問題は先ほどの
ご紹介にあった、 3 月にカナダのオタワで開か
れたユネスコの会議で一番メインのテーマとし
て議論されておりましたので、そのことのご報
告も兼ねて、両プログラムの今後の統合可能性
について、ぜひ先生方と討議させていただけれ
ばと思います。
　このユネスコの価値教育は、ユネスコスクー
ルが母体となって全国的に進んでいるわけです
けれども、それを支援する大学間ネットワーク
があります。「ユネスコスクール 支 援 大 学 間
ネットワーク」（ASPUnivNet） のパンフレッ
トですが、先生方のお手元にお配りさせていた
だきました。
　私が所属しています玉川大学もこの「ユネス
コスクール 支 援 大 学 間 ネットワーク」のメン
バーです。全国では、主に教育大学系が多く
なっています。パンフレットができた去年の春
の時点ではまだ17大学でしたが、今は20大学、
3 大学が新たに加盟しました。現在は20大学が
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ンドンでの教育大臣会議を基に11月16日に創設
されました。実際に事務局が作られたのは、翌
年の1946年（昭和21年）11月 4 日です。日本の
民間ユネスコ運動では、11月 4 日が「ユネスコ
デー」ということで、いろいろな行事をやって
いますが、ユネスコの本来の設立記念日は11月
16日で、パリのユネスコ本部では毎年11月16日
に事務局長の講話とか、他のいろいろなシンポ
ジウムをやっております。私は玉川大学で「ユ
ネスコクラブ」も 作って 顧 問 をしております
が、11月16日が大学の授業がある日だと好都合
です。ユネスコの設立記念式典は朝 9 時ぐらい
にパリのユネスコ本部で始まるんですね。フラ
ンスと日本とでは時差が 8 時間ですので、日本
では午後 5 時というクラブ活動が始まる時間で
す。中継でパリのユネスコ本部から映像が配信
されますので、それを見ながら「君たちユネス
コ事務局長の言っていること分かる？」みたい
な感じで一緒にユネスコ本部の式典に参加した
りしております。
　「教育科学文化」という名前が付いているこ
とから、先生方もお分かりだと思いますけれど
も、ユネスコはこの教育、科学、文化の国際協
力を通じて、平和と福祉（well-being）を実現
することを目的にしております。有名なのはユ
ネスコ憲章の前文に掲げられている言葉です。
日本語では「戦争は人の心の中で生まれるもの
であるから、人の心の中に平和の砦を築かなけ
ればならない」という言葉です。これはユネス
コの基本精神として有名ですし、高校の教科書
にも載ったりしています。かなり人口に膾炙し
た言葉で、もとの英文はこの下に書いてあると
おりです。「平和の砦」というのがなかなか象
徴的な表現ですね。
　この写真が、私がかつて大学院時代にイン
ターンシップをさせていただいていたパリのユ
ネスコ本部です。このパリのユネスコ本部の建
物は、パリ第 7 区の官庁街にあり、ナポレオン
が若い時代に在学していた陸軍士官学校（エ
コール ･ ミリテール）のちょうど真正面にあり

年の11月16日です。ロンドンでの教育大臣会議
が基になってユネスコ憲章が採択されました。
70年以上がたつわけですが、その中で、時代状
況を踏まえた、様々な価値教育のプログラムを
そのつど提唱してきました。いくつかは、先生
方もご承知でいらっしゃると思いますし、あと
でまたご紹介いたします。それを展開していく
中で、一つ大きな機動部隊と言うんでしょう
か、枠組みを持っておりまして、それが今日の
もう一つのテーマである「ユネスコスクール」
という世界的な学校間ネットワークです。ユネ
スコはこれをいわば、ユネスコの価値教育の推
進拠点として重視している、という関係性がご
ざいます。なので、なぜユネスコスクールを最
初にもってきたかと言うと、「地球市民教育」
と「持続可能な開発のための教育」のあり方を
知っていくには、まずユネスコ本体、そしてユ
ネスコスクールという学校間ネットワークにつ
いて 知っておくことが 必 要 なのではないかと
思ったからです。
　前提知識なしでべらべらと話してしまってい
るのですが…、先生方もユネスコとかユネスコ
スクールについてはもう 知っておられますよ
ね？

　はい。先生方の間でも、非常に詳しく知って
おられる先生と、それほど関わっておられない
先生方といらっしゃるかもしれませんが、とり
あえず釈迦に説法を覚悟の上でお話しさせてい
ただきます。そんなことはとっくに承知だとい
うことであれば、一声かけていただければ飛ば
します。
　まず、ユネスコですけれども、これは略語です
ね（United Nations Educational Scientific and 
Cultural Organization）。日本語で言えば、国際
連合教育科学文化機関です。言うまでもなく国
際連合の専門機関（Specialized Agency）です。
ほかにも WHO や ILO や UNICEF などがござ
いますけれども、そのうちの一つです。先ほど
言いましたように、第二次世界大戦の直後、ロ
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は、非 常 に 重 要 なプロジェクトになります。
よく 略 語 で 使 われるのが「ASPnet」。これは
UNESCO Associated Schools （Project）  
Network の略です。日本では文部科学省の方
針でユネスコスクールという言い方をしていま
すけれども、これだと海外ではちょっと通じま
せん。UNESCO Associated Schools は、 ユネ
スコが1953年（昭和28年）に創設した世界的な
学校間ネットワークです。当初はわずか15カ国
33校で出発しました。うれしいのは、日本もこ
のユネスコスクール創設時のメンバーに入って
いることです。最初から日本も参加しておりま
す。当時の日本はユネスコ活動が非常に盛ん
だったようで、やはり平和への希求が国民全体
に強くあったのだと思います。これが、ユネス
コの様々な価値教育の推進母体として急成長、
発展しまして、今年の2017年 4 月現在で、幼稚
園から大学まで、なんと日本国内だけで1,034
校ございます。世界では今加盟国中の182カ国
に約11,000校の加盟校があります。私は実は大
学院時代に、ユネスコ本部のユネスコスクール
を担当する部署でインターンシップを行いまし
た。印象的だったのは、学校の加盟数が逐次ど
んどん変わっていたことです。人口ほどではな
いですけど、しょっちゅう変わっていきます。
いずれにしても、ユネスコスクールは世界の大
多数の国に根を下ろした巨大ネットワークでご
ざいます。
　大 事 なのは、ユネスコスクールが 提 唱 する
様々な価値教育の推進拠点として位置づけられ
ているということです。大きく言えば、国際理
解と国際協力ですね。それは、一つの大きな
ミッションとしてございます。異文化理解を進
めるために、ユネスコが本体となって、学校、
児童生徒間の交流のプロジェクトもいろいろ
やっています。日本の場合は、文部科学省、日
本ユネスコ国内委員会、その外郭団体のユネス
コ・アジア文化センター（ACCU）がいろんな
交流プロジェクトを進めています。そしてもう
一つの大きなミッションとして、やはり教育開

ます。しかも、事務局の部屋の窓から、真正面
にエッフェル塔が見えるという非常に眺めの良
いところなのですが、この建物は三ツ矢型に
なっていまして、これは実はフランスの有名な
建築家のル・コルビジェの建築です。去年、こ
のル・コルビジェが設計した上野の国立西洋美
術館がユネスコの世界遺産に登録されました。
この事務局の建物はまだ世界遺産には登録され
ていませんけれども、建築学的な価値の高い建
物だと言えます。しかも中には、ピカソやミロ
やジャコメッティなど、20世紀を代表する有名
な芸術家の絵や彫刻や壁画がたくさんあるんで
す。高名な芸術家の方々が作品をユネスコに寄
付をされまして、それがユネスコ本部の事務局
のいろんなところに飾ってあります。ユネスコ
はもちろん行政機関なのですけれども、あたか
も美術館のようで、さすがパリだなぁと思うよ
うな所です。もし先生方がパリにご出張などで
行かれる機会があったら、お時間の余裕があれ
ば、ぜひこの第 7 区のユネスコ本部も訪れられ
たらいいのではないかとお薦めさせていただき
ます。
　これがユネスコのロゴマークです。いろんな
ところに使われていますが、先生方はお分かり
ですよね。中にはもちろん「ユネスコ」という
文 字 があしらってあるんですが、このデザイ
ン、意匠がそもそもどこから来ているか、お分
かりでしょうか。

　そうです。実はこれはギリシャ神話の女神ア
テナを祀ったパルテノン神殿をかたどったロゴ
です。文化史の先生がいらしたらちょっと恥ず
かしいですけれども、アテネというのは女神の
名前ですが、芸術や学問の神様を祭った神殿と
いうことで、ヨーロッパ人は皆その意味を知っ
ています。次にユネスコスクールですが、もち
ろんユネスコは教育科学文化の非常に多岐にわ
たる活動を展開していますので、これは本当に
その多彩なプログラムの一つに過ぎないんです
けれども、教育、特に価値教育を考えるときに

50



いったということで、政治の季節への反動か
ら、ユネスコスクールへの一般の関心が薄らい
でしまった 時 代 がありました。30 年 ぐらい
（1970年代から2000年前後ぐらいまで）停滞期
に入っていたと言えます。日本国内のユネスコ
スクール加盟数もだいたい20校前後で移行して
いたのですが、21世紀に入ってそれが急激に変
化しました。大きなきっかけは、国連の出した
国連ミレニアム開発目標です。あとでまた話し
ますが、今いろいろなところで取り扱われてい
る国連の「持続可能な開発目標」の前身です。
これに触発され文部科学省が主導して、ユネス
コスクールを再活性していこうという機運が高
まりました。
　現在、日本では先ほど言いましたように、
1,034校が 4 月の時点で加盟しておりまして、
その学校・市ごとの内訳はここに書かせていた
だいたとおりです。一番多いのはやはり小学校
ですね。北海道から沖縄まで、524校。中学校
や高等学校、中等教育機関も結構多いです。大
学も 5 校あって私どもの玉川大学もその一つで
す。ちなみにあとの 4 校は、宮城教育大学、奈
良教育大学、三重大学、愛知教育大学です。教
育大学系が多いですね。あとは高等専門学校、
特別支援学校、シュタイナーシューレですとか、
インターナショナルスクールも入っています。
非常に多岐にわたっているということが言えま
す。
　毎年、文部科学省の主催で、「ユネスコスクー
ル全国大会」が開催されます。だいたい11月の
末か12月の初めぐらいです。今年は12月 2 日の
土曜日に、大牟田（福岡県）で「第 9 回ユネス
コスクール全国大会」が開催されます。来年は
東京で10周年記念ということで、大々的に開催
されるのではないかと思います。よろしければ
先生方もぜひユネスコスクール全国大会にご参
加ください。参加申込みは必要ですが、無料で
ございます。
　これはユネスコスクールのロゴです。ユネス
コスクールのロゴは歴史的に何回か変わってい

発があります。これは地球規模のグローバルな
様々な問題に対処できるような教育内容、つま
りカリキュラム開発、教材開発、教師教育プロ
グラムの作成などに取り組んでいます。このあ
たりが一番大きな枠組みとしてございます。
　ユネスコ・アジア文化センターが運営してい
る日本のユネスコスクールのホームページに出
ているものですけれども、1953年のユネスコス
クール創設当時には、まだ世界的に加盟国がこ
れだけです。日本に色が塗られていないという
のは間違いだと思うんですけれども…。日本は
最初から入っていますので。ところが2009年の
時点、今から 8 年前ですけれども、ほとんど世
界の全ての国が入っているということになりま
す。
　世界の中で一番ユネスコスクール加盟校数が
多いのが、実は日本です。1,043校というのは
世界でもトップレベルです。日本は国際機関に
拠出金が多い割にいまひとつ存在感が乏しい…
と昔からよく言われてきて、外務省や文部科学
省が大きな課題として捉えてきたのですが、ユ
ネスコスクールに関しては、日本の存在感は非
常に大きいということを、今回オタワの会議に
参加して実感しました。日本の動きを世界の皆
さんが注目していることは間違いありません。
日本にとって一つのチャンスなのかなと思って
おります。
　1950年代は戦後すぐということもあって、ユ
ネスコスクールは特に国際理解教育や平和教育
の拠点として非常に隆盛しました。日本にも当
初からの加盟校で（今でも続いているユネスコ
スクールがいくつもあります）、東京学芸大学
付属大泉小学校とか広島大学の付属中学・高等
学校です。こういったところは非常に歴史のあ
るユネスコスクールとして、いろんな教育プロ
ジェクトを展開しています。実は1960年代に東
西の冷戦があり、日本の国内事情では安保闘争
や学生運動といったものがある中で、ユネスコ
スクールの政治的中立性が疑問視されたことが
ありました。しかもそのあと経済成長に入って
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のではないでしょうか。
　ユネスコスクールは2017年 6 月現在、日本国
内に1,034校ございます。私は、例えばゼミの合
宿とか、ユネスコスクールのスタディーツアー
で全国各地を訪問いたします。ところが見知ら
ぬ町でも、学校の前を通るとこのユネスコス
クール・プレートが正門にかかっていたりする
ことがあるんですね。学生がプレートに気づい
て「小林先生、ユネスコスクールですよ！」と
言ってくれたりします。今や国内のユネスコス
クールは千校を超えているわけですから、この
ユネスコスクール・プレートも日本の学校風景
の一部になりつつあるのかなという感じもして
おります。先生方もこのプレートを見たら、そ
こはユネスコスクールですから、中に入って校
長先生とお話しされたらいかかでしょうか。
　このユネスコスクールの存在意義は、なんと
言っても、ユネスコの価値教育の推進拠点とい
うことにあると思います。ユネスコは、これま
で本当にいろいろな価値教育のプログラムを提
唱してきた機関です。
　例えば、「国際理解教育」。もともと1953年に
ユネスコスクールが創設されたときに、ユネス
コスクールは国際理解を促進するための実験校
という位置づけでした。ユネスコの国際理解教
育がもとになって、1991年には日本国際理解教
育会という学会が設立され、現在でも活発な活
動を展開しています。私も学会員でして、実は
明日から筑波大学で第27回研究大会が開催さ
れ、私も明日の朝、発表をすることになってい
ますので、この勉強会の後、筑波大学に移動し
なければなりません。
　このほかに、「平和の文化」（Culture of Peace）、

「文明間の対話」（Dialogue among Civilizations）、
「文化の多様性」（Cultural Diversity）なども
ユネスコが提唱した価値教育の理念です。そし
て、今日のテーマである ESD と地球市民教育
（GCED: Global Citizenship Education） があ
ります。この 2 つのプログラムは、ユネスコの
価値教育の歴史の中でも新しいアプローチで、

ます。私がインターンをやっていたころは前の
代 のロゴだったのですが、現 在 のユネスコス
クールのロゴマークはこれです。これは多義図
形 になっているんですが、想 像 がつきますで
しょうか。これは、ユネスコスクール国際コー
ディネーターのサビーネ・テッツェルさんに確
認したので間違いないと思うのですが、 3 つぐ
らいの意味が入っているといいます。先生方お
分かりになりますか。

　はい。そうですね。下のこの丸い部分が地球
を表しています。つまりユネスコスクールがグ
ローバルな学校間ネットワークであることを象
徴しているわけです。普遍性というか、ユネス
コスクールが地球全体にまたがっているという
ことですね。上のこのぴらっと開いている部分
が書物を模っていて、学習活動を象徴している
そうです。また本のイメージと合わせて、若葉
も表しており、ユネスコスクールはこれから伸
びていく 青 少 年 たちのためにある 学 びのプロ
ジェクトだ、ということです。このようにユネ
スコスクールのロゴは、 3 つの意味が含まれた
多義図形だと説明を受けました。それとユネス
コのロゴとを併記する形で掲げることが通例と
なっています。私どもの大学にもこの両方がか
かっております。
　日本の場合は、企業の社会貢献活動（CSR）
というんでしょうか、実は三菱東京 UFJ 銀行
が、このユネスコスクールに非常に賛同してく
ださっています。ユネスコスクールに加盟する
と、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟を通じ
てですが、三菱東京 UFJ 銀行がお金を出して
作ってくれたメタルプレートを贈呈してくれま
す。だいたいどのユネスコスクール加盟校でも
正門等にユネスコスクール・プレートが掲げら
れております。玉川大学の場合は、教育学部の
校舎の玄関ホールにかかっております。もし創
価大学もユネスコスクールに加盟されたら、こ
のメタルプレートが贈られてくると思いますの
で、どこに飾られるかご検討いただければいい
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いう課題は人類にとって非常に重要な死活問題
です。「国連 ESD の10年」の最終年となる2014
年に、日本政府とユネスコの共催で、名古屋と
岡山で大きな世界会議が開かれました。2014年
11月10日～12日に、名古屋国際会議場で「ESD
に関するユネスコ世界会議」が開催され、皇太
子殿下の徳仁親王が開会の挨拶をされました。
ご記憶に新しいかと思います。
　岡山のほうではこれに先立つ2014年11月 5 日
～ 8 日に、ユネスコスクールの世界大会が開催
されました。日本を含む世界32か国から40チー
ムの高校生と教員が約900名集まり、「ユネスコ
スクール世界大会 Student（高校生）フォーラ
ム」が行われたのです。ここでは持続可能性の
問題への対応を中心に、グローバルな視点の獲
得、当事者意識の醸成と態度変容の重要性が、
参加者相互の間に共通の課題として共有され
る、という成果が上がりました。そして、「ギャッ
プ」（GAP: Global Action Programme） という
ESD の後続プログラムが提唱されました。
　学生たちが GAP の文字の入った T シャツな
どを着ていることがよくあります。私は服飾の
ことには全く疎いので、GAP という服飾の会
社 があることを 知 りませんでした。それで、
てっきり ESD の 後 継 プログラム GAP（Global 
Action Programme）のキャンペーン・シャツ
なのかと思い込み、「ESD のことを知ってるの
かな？」と尋ねたところ、学生はびっくりして、
「え、何のことです？」と答え、何ともチグハ
グなやり取りになったことがありました。でも
これは学生たちに ESD と GAP という持続可
能 性 をテーマにした 国 連 のイニシアティブを
知ってもらう良いチャンスでもありますので、
それ以後は、GAP のシャツを見るたびに、そ
れにかこつけて、あえてユネスコのことを話す
ようにしています。
　ユネスコスクールに求められる学習テーマに
ついては、ユネスコ本部のホームページを見て
頂 ければ 出 ております。以 前 は、ユネスコス
クールの学習テーマは ４ つあるとされていまし

今日、広く注目されています。ESD は歴史的
には、日本が主導して推進されてきたプログラ
ムです。なお、2013年 から 始 まったユネスコ
の一つの価値教育として、「文化の和解のため
の 国 際10 年」（International Decade for the 
Rapprochement of Cultures）というプログラ
ムがあります。これは、「許しの問題」に触れ
るときに 紹 介 させていただきます。このよう
に、実にさまざまな価値教育のプログラムが、
ユネスコによって提唱されてきました。ユネス
コというのは、国連の専門機関ですから、国際
行政機関であり、政府間組織です。こういう行
政機関が積極的にこのような人道的で哲学的な
価値体系を提唱すること自体が、私には何か非
常に新鮮な気がいたします。普通は、行政機関
がこのような哲学的な価値を積極的に打ち出す
ことは、あまりないのではないでしょうか。人
類社会はこっちのほうに行ったほうがいいよ、
人間はこのように生きたほうがいいよ、といっ
た形で積極的に人類の幸福につながる価値を提
唱する。あたかも哲学者のように。これは国際
機関のあり方としては非常にユニークな存在な
のかなという気がしております。いかかでしょ
うか。
　日本政府の主導で ESD が展開されて、国連
のプログラムとしての「国 連 ESD の10 年」が
2005年から2014年までの10年間でした。その日
本政府（当時は小泉政権時代です）がもともと
2002年のヨハネスブルグ・サミットで提唱した
こともあって、日本政府、とくに文部科学省と
環境省はそれ以来、一貫して ESD を強力に推
進してきました。
　小泉政権は、当時すでに自由民主党と公明党
の連立政権で、私が漏れ聞いたところでは、も
ともとは公明党のほうから「持続可能な開発の
ための教育」という概念が提案されたという話
です。ひょっとすると先生方のほうがそのあた
りの事情をよくご存知かもしれませんね。いず
れにしろ、ESD の主題である、持続可能な社
会づくりのための人材をいかに育成するか、と
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く全世界から学生を募集するようになりまし
た。授業は全部英語で行われサステイナビリ
ティ、平和学、開発といった国連が関与するグ
ローバルな諸課題の解決に向けた実践科学的な
研究と教育を行っています。そこを修了した学
生は、国連機関に勤めたり、世界的な活動を展
開する NPO に勤めたり、グローバルな舞台で
高度専門家として活躍しています。ここでも
Peace and Sustainability つまり平和と持続可
能性が人類社会にとって定言命法になっている
ことが見て取れます。
　高等教育がどういう形でユネスコスクールに
貢献できるのかと言うと、これはいろいろある
と思います。あとで「ユネスコスクール支援大
学 間 ネットワーク」（ASPUnivNet）の 課 題 と
しても出てきますけれども、今まで玉川大学で
ユネスコスクール支援の活動をしてきた経験か
ら言うと、一つはユネスコスクールの教育活動
に関する理論的な理想図の提供、あるいは実践
的な理想図の提供という課題があるかと思いま
す。小学校、中学校、高等学校の先生方は、ユ
ネスコスクールを先導する理念や理論について
大学の専門家からいろいろなことを知りたい、
教えてもらいたいという意向が強いので、こち
らも高等教育に関わる者として責任を感じさせ
られる局面がたくさんございます。
　教師教育と教員研修も、大学がユネスコス
クール支援に果たしうる大切な役割です。「ユ
ネスコスクール支援大学間ネットワーク」は、
文部科学省から委託事業予算をもらったり、あ
るいは独自の予算を使ったり、自治体の予算を
使ったりして、毎年全国の各地域でユネスコス
クール教員研修プログラムを開催しています。
ESD 研修セミナーとか、ESD や地球市民教育
の理論的、実践的知見を深めるためのフォーラ
ムなどといったイベントを各加盟大学の特色を
生 かしながら 開 催 しています。ESD をはじめ
とする価値教育推進に向けたユネスコスクール
のためのカリキュラム開発や教材開発も重要な
役割のひとつです。教材開発に関しては識字教

た。 1 つは地球規模、グローバルな問題につい
ての理解や知識、 2 番目が普遍的な価値の理解
と促進。普遍的な価値というのは、平和とか人
権とか民主主義など、現代社会を教導する指導
理念を指します。それから国際理解教育、環境
教育ということになっていました。ところが、
最近になって、新しい価値教育の展開を受け、
ユネスコスクールの主要な学習テーマは、 １ ）
持続可能な開発のための教育（ESD）、 ２ ）地球
市民教育（GCED）、３ ）異文化学習（Intercultural 
Learning）の ３ 領 域 である、と 定 義 されなお
すに至りました。また、ユネスコ本部の英語の
ホームページを 見 ると、ユネスコスクールに
は、Navigators of Peace という名称が掲げられ
ています。ユネスコスクールには 平 和 のナビ
ゲーター（道先案内人）という役割が期待され
ているということですね。名前の付け方がうま
いなぁと思います。
　ユネスコスクールは価値教育の推進拠点であ
ると言いましたが、やはり歴史的に見て一番大
事なのは、最初の「国際理解教育」、「ESD」、
そして今の「地球市民教育」の 3 つだろうと思
います。大事なのは、この 3 つがばらばらに挙
がってきているのではなくて、相互に絡み合っ
た価値教育のプログラムとして提唱されている
という点です。「平和と持続可能性」というの
はユネスコの一番基本にある最終目標としての
価値なわけですけれども、この両者を進めてい
くために必要な価値は何か、という問いが必ず
その背後にあるということです。ちなみに「平
和と持続可能性」（Peace and Sustainability）
というのは、ユネスコに限らず、国連システム
全体の目標価値になっています。青山学院大学
の真正面にある国連大学の本部は、日本にある
唯一の国連専門機関の本部ですけれども、今ま
ではどちらかと言うと、データ収集や調査、ま
た、グローバルな諸問題の研究調査に従事する
研究者のためのフォーラムのような機能が主で
した。しかし、2010年 9 月に大学院サステイナ
ビリティと平和研究科修士課程が創設され、広
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まり関わりのない一般市民の方に、例えば渋谷
の駅前や新宿の街角で、「ESDってご存知です
か」と聞いたら、「知っている」という人はお
そらく100人 に 1 人 もいないのではないかと 思
います。言 うまでもなくこれは Education for 
Sustainable Development（持続可能な開発の
ための教育）、あるいは「持続発展教育」とい
うユネスコの主導的な教育プログラムです。人
類社会が直面している危機的な状況に鑑みて、
持続可能な社会の担い手を作っていこう、その
ために、私たちの行動様式や生活態度、基本的
な価値観を変えていこう、という目的をもった
教 育 のアプローチです。もちろんこの ESD と
いうイニシアティブの背後にあるのは、このま
までは持続不可能な未来が待っている、という
危機意識です。ESD が提唱されるまでにはこ
れまで長い経緯がありました。出発点として一
番有名なのは、1987年の「ブルントラント報告
書」です。この報告書の中で、初めて「持続可
能な開発」という言葉が使われました。これは
「環境と開発に関する世界会議」の成果をまと
めた報告書です。ちなみにブルントラントとい
う方は、北欧ノルウェーの首相を務めた女性の
科学者でした。この持続可能な開発という概念
は1992年にリオ・デ・ジャネイロで開かれた有
名な地球サミットに引き継がれました。そし
て、2002年に南アフリカでのヨハネスブルグで
開催された環境サミットで、当時の日本の小泉
政権が ESD を提唱し、それに基づいて、2005
年から2014年までが「国連 ESD の10年」と定
められました。ここでユネスコが ESD の 主 導
機関と定められ、その後、ESD の推進拠点と
してのユネスコスクール事業の展開とも相俟っ
て、ESD に焦点を当てたさまざまな教育プロ
グラムやそれについての理論的、実践的研究が
展開されていきました。
　さらに、あとでまた 触 れますが、一 昨 年 の
2015年 9 月に、国連総会で「持続可能な開発目
標」（ SDGs: Sustainable Development Goals）
が採択されて、これは今さまざまな領域で扱わ

育や ESD については、いろいろな教科書や学
習教材が ACCU（公益財団法人ユネスコ・アジ
ア文化センター）を中心に開発されています。
しかし、地球市民教育に関する教材は実はまだ
体系的なものができていません。ですから、現
在ユネスコの主要な教育プログラムである地球
市民教育の課題に焦点を当て、日本の学校現場
で活用できるような教材をぜひ作っていきたい
と思いますし、一緒に作ってくださる先生方と
コンタクトを持てたらいいなぁと思っていると
ころです。
　もう一つは、例えば玉川大学では今年から
「学部等改革推進制度」の一環として始めたの
ですが、将来教師を目指す学生たちのために、
教育学部の学生限定で「ESD 実践学習プログ
ラム」というコースを設置しました。そこで文
部科学省と環境省が共同設置した ESD 活動支
援センターのご協力も得て、ESD に指導的役
割を果たしておられる外部講師を呼んだり、こ
ちらから国連大学、ESD 活動支援センター、
JICA 地球ひろばなど、ESD 学習に有益と思わ
れる外部機関を訪問したりしています。鳥羽
（伊勢志摩）に自然体験学習でスタディーツ
アーも行います。玉川大学教育学部は小学校の
教員を目指している学生が多いので、小学校の
現場で使える ESD ワークシートを作成したり
しています。現時点ではまだ単位化はされてい
ませんが、興味を持って積極的に関与してくれ
る学生も少なからずいますので、教員養成を仕
事とする大学の教育活動として、こういうあり
方もひとつの試みとして有益ではないかなと感
じています。

２ ．ESD とは

　ひとつ大きな問題として、文部科学省により
「ユネスコスクールは ESD の推進拠点である」
と 定 義 されているにもかかわらず、ESD とい
う言葉についての一般社会の認知度がまだまだ
非常に低いことです。ユネスコや国際教育にあ
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おり、「持続可能な開発のための教育」（ESD）。
それから、人権とかジェンダー間の公平、ライ
フスタイルなどいろいろな価値が挙げられてい
ますが、「平和の文化」という民間ユネスコ運
動の指導理念もここに入っています。それから
「非暴力の推進」「地球市民性」「文化的多様性」
と続きます。つまり SDGs の目標 4 ターゲット
7 において、ユネスコがこれまで提唱してきた
さまざまな価値が併記されていて、しかもそれ
がかなり統合的に扱われているのがお分かりい
ただけるでしょう。ですから、SDGs の現代史
的意味を特に教育との関連で見る際に、これま
で70年にわたるユネスコの価値教育の蓄積が教
育に関する開発目標の欠かすことのできない
バックグラウンドをなしていることがわかると
思います。
　ただ、ESD というと、学校関係者の方もそ
うですけれども、「ああ、環境教育ですよね」
とおっしゃる方が結構いらっしゃいます。もち
ろん環境教育は ESD を構成する大事な側面の
一 つであることは 間 違 いありませんが、ESD
の 教 育 課 題 はそれだけではありません。ESD
は実は非常に学際的な取り組みで、「国際理解」
も ESD の課題ですし、学力の質向上も ESD の
教育課題に含まれます。日本の学校現場に引き
寄せていけば、生きる力や PISA 型学力をどう
やって育成という問題も、持続可能な社会づく
りに向けた人材育成の教育課題、つまり ESD
にとって必要不可欠のテーマです。
　私の専門は、先ほど望月先生にご紹介いただ
いたように実は発達心理学がもともとのバック
グランドです。私はまた臨床心理士でもあり、
週に 1 日、都立高校でスクールカウンセラーも
させていただいています。不登校、いじめ、発
達障害児への対応などに従事していますが、高
校生と接していて気になるのは、親からの虐待
を受けた経験のある生徒が非常に多いことで
す。また、学級にも授業にもクラブにもなじめ
なくて何となく学校で居場所が見つからない生
徒が少なからずいます。この生徒たちは、何の

れて、 有 名 になっています。 ある 意 味 では
SDGs は ESD の延長線上にあるプログラムと
言っていいと思われます。名前から言って「持
続可能な開発目標」ということで、持続可能性
をいかに保障するかという問題意識が中心にあ
るわけですから。この SDGs「持続可能な開発
目 標」を 構 成 する17の 達 成 目 標 を 図 示 した
チャートが各方面で広く紹介されていますの
で、先生方も恐らく目にされているのではない
かと思います。最近は朝日新聞の特集で SDG
ｓが紹介されましたし、吉本興業のお笑い芸人
が、プラカードを持って、街頭行進をするなど、
いろいろなアクションが展開されています。こ
の間、日本ユネスコ協会連盟の評議員会に出席
して驚いたのですが、吉本のお笑い芸人が歌っ
ている「SDGs 数え歌」というテーマソングま
で作られているということです。今の人類が置
かれている危機状況を若者たちに分かりやすく
伝えるために、お笑いも SDGs の広報に乗り出
してきたということかもしれません。SDGs を
社会の全セクターが協力して進めていくという
全員野球的な雰囲気が少しずつ出てきたという
意味では、肯定的に受け止められる現象かとも
思います。
　SDGs では、国連総会で採択された17の開発
目標が挙げられているわけですが、その中でも
私たちにとってまず関心をひくのが目標の 4 で
す。Quality Education for All というのがもと
の英語です。「全ての人に質の高い教育を与え
ていこう。」 ということです。 ただ、Quality 
Education（質の高い教育）が一体何を指して
いるのかについては議論の余地があります。大
事なのは、人類社会が直面している17の大事な
開発目標の一つに教育の質保証が挙げられてい
る、という事実です。この17の目標を実際に実
現するために、具体的にどういうアクションを
起こしていくべきかについて、国連は169の具
体的なターゲットを掲げて詳細に行動指針を記
述しています。目標4（教育）にターゲット7と
いう項目があります。見ていただくと分かると
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　「地球の気温が、2050年までに平均 １ ℃ぐら
いは上がります」といった国連の統計も ESD
との関連でよく引用されますが、実はその中に
いろいろな問題構造が複合しているわけです。
いずれにしろ、ESD は特定領域の専門家だけ
が関わるようなものではなく、極めて学際的性
格を持ったプログラムだということは常に念頭
に置いておきたいものです。ここでは異なる領
域（社会セクター）の専門家や機関の間の情報
交換や連携が極めて重要になります。社会セク
ター間の連携と言いますのは、例えば学校でい
えば、ユネスコスクールが ESD の推進拠点で
すけれども、それだけではなくて、教育委員会
をはじめとする行政、地域社会、大学、NPO
さらには企業も含めた多領域間の地域コンソー
シアムというモデルが、今 ESD 推 進 のために
強く求められています。高等教育に関して言え
ば、こういった様々なセクターの人が一緒に持
続可能な社会づくりをしていきましょう、とい
うときの、学際的ネットワークの一つの結節点
としての役割、コーディネーター的な役割が、
恐らく大学に一番期待されているのではないか
と思われます。創価大学にもこういった ESD
地域コンソーシアムにおけるコーディネーター
的役割を将来的に果たしていただけるとすばら
しいなと考えております。
　文部科学省では ESD 推進のためにさまざま
な教材、パンフレット、広報資料を作成してい
ます。「ESD クエスト」はマンガ仕立てで、小
学生の子供たちにも非常に分かりやすい ESD
の基本を説明したガイドブックです。循環型社
会の理想や、今の世界の相互依存性とそこから
出てくるトラブルなど、いろいろな現実の問題
状 況 がややユーモラスなタッチで 書 かれてい
て、ESD のことを 分 かりやすく 学 べるように
なっています。文部科学省も ESD の普及のた
めに工夫していることが分かります。文部科学
省は ESD 普及の一環として、ESD の愛称を全
国に公募し、愛媛県の小学校 6 年生堀之内遥奈
さんの作品「今日よりいいアースへの学び」が

ために学校に来ているのか分からない、自分の
人生はもう何もいいことが起きないと思ってい
る。そういう生徒が結構目につきます。このよ
うに「居場所」のない生徒の増加は、全国で不
登校児童生徒数が13万人を超えている現状とど
こかでつながっているように思われます。そし
てこうした疎外感にさらされている多数の青少
年の存在は、社会の持続可能性を保障していく
上で大きなリスク要因であることは間違いあり
ません。ですから、とくに心理学的視点から
ESD を考察する場合、児童生徒の「居場所」
を含む心の問題に向かい合い、かれらへの心理
教育的支援をどのように構築していくかを考え
てゆかなければなりません。 そうでないと、
ESD といってもどうも綺麗ごとに終わってしま
う危険があります。青少年の置かれた心理的現
実を見ると、何とも隔靴掻痒の感を免れないと
思います。
　ESD を概観すると、社会秩序をどうやって
回復してくのか、特に地域をどうやって再生し
てくのかという問題とも深く絡んでいる問題領
域だと気づかされます。そもそも国連が ESD
を提唱した背景には、持続不可能な社会の現実
があって、こういうことを 言 い 出 したわけで
す。地球環境問題も気候変動も言うまでもなく
その一つですけれども、それだけではありませ
ん。私はやはり文系なので、現代社会の直面す
る持続不可能性といった場合に、人権侵害、民
族紛争、異文化衝突が頭に浮かびます。背景を
異にするグループ間の政治的衝突、民族的衝
突、宗教的衝突はどれも人類社会の持続可能性
を脅かす危機と結びついています。貧富の拡
大、格差社会、高齢化、地域社会の崩壊、孤立
化、ストレス社会、心の病理等々も社会の持続
不可能性の深刻な側面として向かい合ってゆか
なければならない問題です。こういった諸問題
が全部、ある意味では人類社会の持続不可能な
現 実 として、私 たちに 迫ってきているわけで
す。しかも現在、この持続不可能性の危機的傾
向は世界的に強まっている気がいたします。
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の世代間の共生の証しでしょう。これと併せ
て、「自然と人間との共生」および「異文化間
の共生」も ESD 的な共生の課題に入ってまい
ります。ここには当然民族間や宗教間の共生も
入ってくるはずです。
　伝統に関連して、いつも自分ひとりで密かに
感動していることがあります。私たちが使って
いる文字、日本で普通使っている文字は、漢字
とひらがなとカタカナです。 そしてアルファ
ベットも今日では広く使われています。ひらが
なとカタカナは「仮名」つまり仮の文字ですか
ら、もとは漢字に由来するわけです。となると、
私たちが現在の日本で使っている文字というの
は、もとは漢字とローマ字ということになると
思 います。このふたつは 読 んで 字 のごとく、
「漢」の言葉と「ローマ」の文字ですよね。も
ちろん漢字自体はもっと古くからある文字体系
です。ただ漢帝国に先立つ秦の時代や、その前
の春秋戦国時代、さらにそれ以前の周の時代
は、まだ篆書や隷書など、現在とは異なる古代
的な形象の文字が使われていました。今のよう
な漢字の形になったのは漢帝国の時代です（だ
から「漢字」というのでしょう）。ローマ字は、
その前のギリシャアルファベットやフェニキア
文字とは違って、古代ローマ帝国時代に使われ
たアルファベットの形です。近代ヨーロッパ言
語の英語・ドイツ語・フランス語などで使って
いる文字はもともと、ローマ帝国でラテン語の
文字として作られたものです。
　何に感動しているかと言うと、2000年間文字
が変わっていないということです。私たちが普
段の日常生活で使っている文字も、科学技術の
最先端で使っている文字も、基本的には2000年
前の漢帝国の人や、ローマ帝国の人たちが作っ
た文字をそのまま使っている、という歴史的事
実があるわけです。これこそ伝統の恐るべき強
さを証する鮮明な事例ではないでしょうか。も
ちろん言語や文字だけでなく、行事や有形・無
形の文化も、ある意味では世代間共生の生き証
人であると言えます。

ESD 愛称として選ばれました。いわば ESD 推
進のスローガンですが、これは言葉遊びになっ
ていますね。「アース」という地球を持続可能
性的にしようということと、「明日」という言
葉がかけられています。一般に「固い」という
イメージがある役所ですが、環境省と文科省
は、ESD マスコットキャラクターとして「は
ぐクン」というゆるキャラも 発 表 しています
し、多くの人々に国連のイニシアティブに親し
んでもらうための工夫に努力を傾注している印
象です。日本ユネスコ国内委員会の Facebook
に 対 しても、「いいね！」をクリックしてくだ
さいみたいなメッセージが、時々、ユネスコス
クール関係者に向けて文部科学省の国際統括官
から来たりしています。
　ESD を理解するうえで欠かすことのできな
い重要な理念に「共生」の思想があります。こ
れとの関連でご紹介したいのは、ユネスコ21世
紀教育国際委員会が1996年に出版した『学習－
秘められた宝』（Learning – Treasure Within）
という書物です。ギョウセイから日本語訳が出
ておりますけれども、知ることの学び、実践の
学び、生きることの学び、共生することの学び
という 4 つが21世紀社会における学習の大きな
柱である、ということを提唱しています。国際
教育関係や開発教育関係ではよく引用される重
要な文献で、将来に向けたユネスコの教育ビ
ジョンが描かれている点でも貴重な情報源です
ので、ぜひご覧頂ければと思います。
　「共生」は、恐らく ESD にとって最も重要な
核になる理念ではないかと考えます。共生と
言ったときに、ユネスコ自身が言っていますけ
れども、現在の世代と未来の世代との間の共生
という問題がまずございます。私たちがエネル
ギーを消費したり、環境を破壊して好き勝手を
やることで未来の世代が生き延びられなくなる
のはまずい。だから未来の世代の利益を損なわ
ない形で、私たちの利益を追求すべきだ。そう
いう意味での私たちの世代と、私たちの子や孫
の世代との共生です。伝統というのはまさにそ
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とで、東大寺、興福寺をはじめとする主だった
寺社が世界遺産ですし、平城宮跡や春日山など
も世界遺産に登録されていますので、教材には
事欠かないわけです。東大寺は、西暦752年に
聖武天皇により大仏が建立された世界遺産で、
桐生中学校の生徒たちは、たとえばこの東大寺
に訪問学習したりします。また、平城宮跡では、
総合的な学習の時間で仕事体験という活動を
行っています。実際に当時の官吏が平城宮で
やっていたような仕事、木簡にものを書くよう
な仕事です。南都学所では、伝統文化の一環と
して、雅楽を鑑賞したりしています。面白いと
思ったのは、この学校では飛鳥汁など、古代食
を使った給食を出していることです。あと、こ
ういった四字熟語のような、実際に木簡や竹簡
に書いていた言葉を書いてもらう。こういう伝
統学習をしているということです。

３ ．「恨」と「文化の和解」

　では、ここで私のこだわりのテーマに入らせ
ていただきたいと思います。共生を妨げている
要因というのは、いろいろあります。現代の世
界は、ある意味では憎しみと不信感に満ちてい
ます。人種間もそうですし、民族間、国家間、
宗教間も、過去の怨恨や相互の不信感や憎しみ
による緊張関係が蔓延しています。その結果と
して地域紛争が起き、テロが起き、国家間の対
立や相互非難がある。中東やヨーロッパでのテ
ロや民族紛争もひどいですけれども、日本も他
人事ではありません。日本は歴史問題や領土問
題を巡って近隣諸国と対立が続いていますし、
とくに北朝鮮とは非常に緊張した関係がありま
す。憎しみや不信感は、もちろん好ましくない
ものですし、戦争や紛争を引き起こす危険な要
因なのですが、なぜそういうものが人間の心に
生まれるかというと、そこには必ず理由がある
わけです。その大きな理由の一つとして、怨恨
（ルサンチマン ressentiment） があるだろう
と思います。

　日本の ESD のあり方を考えていく上で、奈
良という町はひとつの優良事例を提示してくれ
ています。奈良教育大学というユネスコスクー
ルの 加 盟 校 がありますが、この「ユネスコス
クール支援大学間ネットワーク」で中心的な役
割を果たしている大学が中心となって、奈良で
は非常にいい形の ESD 地域コンソーシアムが
形成されています。それを構成する組織には、
奈良県教育委員会と奈良市教育委員会、奈良国
立博物館、奈良ユネスコ協会などがあります。
そして奈良県にはユネスコスクールがたくさん
ございます。とくに奈良市は市内の全学校の半
分以上がユネスコスクールだと思います。それ
から ACCU（ユネスコ・アジア文化センター）
の文化遺産保護協力事務所が奈良の ESD 活動
に貢献しています。もう一つ忘れてはいけない
のが、奈良教育大学ユネスコクラブです。
　奈良教育大学ユネスコクラブは、大学公認の
クラブで、私たち玉川大学ユネスコクラブとい
つも定期的に交流をさせてもらっています。感
動したのは、奈良教育大学の学長は加藤久雄先
生という国語学の先生ですが、この学長先生が
なんとユネスコクラブの部員でいらっしゃいま
す。もちろん大学運営や教務、研究に関しては
学長先生がリーダーですけれど、ユネスコクラ
ブの活動では、加藤学長もちゃんと部長の学生
の言うことに従われるそうです。そういう学生
主体の活動も地域の ESD の一環として大事に
されており、奈良は領域や世代を超えて ESD
地域コンソーシアムがうまくいっている事例と
して紹介に値する優れた成果を出しています。
本当なら、私たちのいるこの多摩地区、八王子
や町田のあたりでも、こういった学際的でセク
ターや世代の枠を超えた地域全体での ESD の
取り組みができたらいいなと思っております。
　この奈良市立桐生中学校では、例えば伝統文
化、今申し上げたような世代間共生や、地域特
性を生かしたユニークな ESD 学習をしており
ます。ご承知の通り、奈良市自体が世界遺産に
登録されています。古都奈良の文化財というこ
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か。ルサンチマンは復讐心を内蔵している点が
非常に問題です。それが暴力になって発現し、
武力衝突等で実際の被害を生じさせるだけでな
く、さらに憎しみと怨恨の連鎖を生むからです。
　よく、韓国文化は「恨」の文化であると言わ
れます。この「恨」について、韓国人の方に聞
くと、日本語の「恨み」とはちょっとニュアン
スが違う、とよく指摘されます。恨みの側面も
あるのでしょうけど、単なる恨みではなくて、
ここに書きましたように「無念さ」「自分の無
力感」「悲哀」などが含まれているといいます。
あるいは「無常観」とか、今の悲惨な境遇から
解放されたいという「解放への憧憬」とかもこ
の「恨」という言葉に含意されていると説明さ
れます。つまり「恨」はこういった複雑で深い
感情だということですね。李御寧（イ・オリョ
ン）という韓国の文芸評論家（もと文化大臣）
がいますが、韓国人の心性を説明した「恨の文
化論」で有名です。この論考で、李先生は韓国
人がむしろ積極的価値として「恨」を大切にす
る、と指摘しています。日本人も韓国人の「恨」
とは違いますが、「悔しさ」の感情は、特にス
ポーツ選手などは大事にしたりすることがあり
ます。「恨」も「悔しさ」もそれが大事にされ
るという以上は、全くネガティブなものだけと
は言えないだろうと思います。韓国の方も恐ら
くこの「恨」の心を一つの起爆剤にして、経済
的に驚異的な発展を遂げられたというところも
あると思います。でも、従軍慰安婦像をめぐる
問題に見られるように、日本の植民地支配や、
その中で生じた残虐行為に対する「恨」の気持
ちというのは、現在でもやはり強く持ち続けて
いることは間違いありません。
　韓国に行くと非常に印象的です。ソウルの日
本大使館の前には日本大使館のほうを向いて従
軍慰安婦像が置いてあります。慰安婦像の背後
には立て看板のようなものがいろいろと立って
いて、「日本よ、恥を知れ！」みたいなことが
書いてあります。竹島（ドクト）がちゃんと韓
国の領土として明記された「正しい」地図もあ

　自分あるいは自分たちの集団が、これまで相
手から不当な扱いを受けてきた、不正な仕打ち
を受けてきたという被害的認知が出発点にあり
ます。そうした不当な扱いによってさまざまに
不利な状況が生じたことに対する恨みの気持ち
が生じ、それが今度は他者に対する攻撃的な言
動となって発現するわけです。例えば IS のテ
ロとか、北朝鮮の軍事的な威嚇なども、その背
後に怨恨の心性が働いていることは疑いありま
せん。もちろんこうした攻撃的、威嚇的言動は
国際平和や地域秩序を乱すものとして容認する
ことはできませんが、ただ彼らには彼らのそう
いったルサンチマンに基づく何かの理由がある
わけです。彼らを攻撃的言動に駆り立てる心理
的背景を見ていかないと、問題の根は見えてこ
ないのではないかと思います。哲学用語として
のルサンチマンは、基本的に、貶められた弱者
が支配的な強者に対して抱く感情です。
　個人的にも私たちはルサンチマンの感情を抱
くことがあります。これはある意味では自分を
守るための、一種の自我防衛機制なのだと思い
ます。ただそれが歪められた形、暴力的な形で
出るところに、今の現代社会の問題点がありま
す。ルサンチマンを抱いた人ないし集団の典型
的な言説としては「彼らは狡知に長けた強大な
悪人だ」「彼らは善人だがひ弱な私たちを騙し、
支配し、貶め、辱めたんだ。君たち黙っていて
いいのか」といった主張が見られます。ルサン
チマンが政治的なメッセージ性を帯びてくる場
合に、政治家はこういう形でアジテーションを
行っていくわけでしょうね。だから IS が 言っ
ていることや、北朝鮮がやっていることは、恐
らくこういう被害者的意識のもとでの報復感情
が漂っている気がいたします。
　怨恨、ルサンチマンは、キルケゴールやニー
チェなどの実存哲学、また、マックス・シェー
ラーなどの近代哲学においては、重要な考察対
象になっています。それは現代社会（とくに19
世紀以降）には、いろんなルサンチマンが人々
の 心 の 中 に 満 ちているからではないでしょう
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を訪れて、先方はとても歓待してくださったの
ですが、その時訪問した石峰（サッポン）小学
校でひとつ印象的というか刺激的なエピソード
がありました。この 石 峰 小 学 校 はユネスコス
クールで、国際理解教育の拠点校だと説明され
ました。ここの李校長先生にこの名刺を頂きま
した。李校長先生はとても紳士的で友好的な先
生だったのですが、名刺の裏を見たときに驚き
ました。後ろの先生方お分かりでしょうか。こ
れ、竹島なんですよ。上に韓国の国旗が立って
います。私は残念ながらハングルはちょっと読
めないんですけど、通訳の人に「なんて書いて
あるのですか？」と 聞 くと、「ドクト（竹 島）
は大韓民国の土地です」というふうに書いてあ
る、と。国際理解教育の拠点校ユネスコスクー
ルの校長先生が、日本からの訪問団の人に渡す
名刺に「竹島は韓国の土地です」という政治的
メッセージが書いてある、という事実にショッ
クを受けました。しかも李校長先生は終始、ニ
コニコしてそうされていたので、なおさら刺激
的でした。
　学校のエントランスホールには竹島の大きな
写真が飾ってありまして、校長先生がご自分で
撮られた写真だそうです。この写真の前で「う
ちでは毎週の朝礼で子供たちに必ず独島（ドク
ト）の歌を歌わせています」と、ニコニコして
私たちに向けておっしゃるんですね。私はその
時に、多摩市教育委員会の山崎指導主事と顔を
見合わせました。「これがやっぱり国際理解の
難しさだよね」といったことを話しながら帰路
についたのを覚えています。ただ問題なのは、
この李校長先生の態度が決して敵対的ではなく
て、非常に友好的だったということです。だか
らこそ逆にすごく刺激的だったのです。帰国し
て文部科学省の国際統括官付の方にこのエピ
ソードを報告したら、叱られました。「小林先
生、そういうときはすぐにそれは違いますって
おっしゃるべきだったんじゃないですか」と言
われてしまいました。私はすなおに謝りました
が、先生方だったら、石峰小学校の校長室であ

りました。とにかくソウルの日本大使館の前は
非常に物々しい雰囲気で、大使館の窓は目張り
されています。険しい、刺々しい雰囲気があた
りに満ちており、歴史問題をめぐって日韓の間
にまだ真の和解は成立していないのだというこ
とをまざまざと痛感させられます。ところが、
そこから少し歩いて、ソウルの代表的な繁華街
であるミョンドン（明洞）あたりのデパートや
商店に行くと、そこの店員たちは何だかとても
親日的というか親しい感じで、日本語の話せる
店員もいて、なごやかで友好的な雰囲気です。
日本大使館前のあの険しい空気と、ミョンドン
の商店街での友好的な雰囲気は、どちらが本当
でどちらが嘘ということではなくて、恐らくど
ちらも韓国人の本音の一側面なのだろうと思い
ます。
　今日は一つ実物を持ってきました。多摩地域
はユネスコスクールの重点地域のひとつです。
具体的には多摩市と稲城市ですが、両市の市長
がユネスコスクールと ESD の推進に積極的で、
両市の全学校がユネスコスクールです。これま
でユネスコスクール支援で連携してきた経緯も
あり、多摩市教育委員会の清水教育長（当時）
から依頼を受けて2013年 2 月に韓国に行ってき
ました。
　韓国も実はユネスコスクールが盛んな国で、
だいたい現在、韓国には500校ほどユネスコス
クール加盟校があります。国の規模で見れば結
構な密度だと思います。演歌にも出てきます
が、韓国の南部に釜山（プサン）という有名な
港町があります。その隣に金海（ギメ）という
市があるのですが、実は市内の全ての学校がユ
ネスコスクールに加盟している国際理解教育の
拠点地域です。
　この金海市と多摩市とで友好都市提携に向け
たユネスコスクールのパートナーシップを結ん
でもらいたいということで、私も使節団の一人
として多摩市教育委員会の指導主事でおられた
山﨑先生と一緒に出張しました。金海市では何
校かのユネスコスクールを訪問し、教育委員会
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は、国連が定めている10年で、主導機関として
ユネスコが指名されております。ユネスコのイ
リーナ・ボコヴァ事務局長（当時）は、もうじ
きご退任になりますけれども、元ブルガリアの
外務大臣をされた方です。こういうふうに言っ
ています。
　「ユネスコのリーダーシップについて 文 化 の
和解に向けた、社会参加を促し、紛争を予防し、
恒久平和の構築に資するとともに、基本的な原
則としての知識の共有、人権の尊重、文化的・
宗教的多様性の促進を基礎とした新たな形態の
地球市民意識を促進することだ」。
　ここから、「文化的多様性の尊重」「宗教的多
様性の尊重」「地球市民意識の醸成」が相互に
密接に関連し合った教育目標として捉えられて
いることが分かると思います。文化の和解は、
文化の多様性への尊重や地球市民意識の醸成な
しには不可能だ、という認識はユネスコの価値
教育の構造を考える上で非常に大事なポイント
になると思います。
　「文化の和解」の課題としてユネスコが念頭
に置いている第一義的には「パレスチナ問題」、
また南スーダンをはじめ、アフリカやバルカン
諸島での民族紛争です。西半球ではキリスト教
とイスラム教の文明間対話も文化の和解に向け
た大きなテーマです。キリスト教徒イスラム教
との間には、長い葛藤の歴史に基づく根深い対
立やルサンチマンが存在するからです。ユネス
コのこの「文化の和解」プログラムにとって、
日本や東アジアは残念ながら第一義的な問題対
象にはならないのですが、先ほども申しました
ように「歴史問題」とか「領土問題」による日
中韓の間（北朝鮮もそうです）の対立や葛藤と
いうのは、当然、文化の和解の大きな課題にな
るはずです。恐らく創価大学も日中韓の和解に
関してはいろいろ取り組んできておられるので
はないでしょうか。あとで先生方の取り組みを
教えていただけければと思います。これは、ユ
ネスコのプロジェクトと接点があるところだと
思います。

のような場面で「それは違います」と言えたで
しょうか？とにかくこのエピソードを 体 験 し
て、私は非常に複雑な気持ちになりました。そ
ういうこともあって、私はこのテーマにずっと
こだわりがあるわけです。答えが見えないから
です。
　「恨」やルサンチマンには、相手に対して道
徳的優位を保とうとする傾向があります。だか
らどうしても独善に陥りやすいという問題があ
るのです。ルサンチマンにとらわれた人（集団）
は、自らの道徳的優位を保つために、とかく対
話を拒否する傾向がありますので、なおさらで
す。怨恨が関係性を曇らせている場合、両者を
対話に持っていくことが、何らかの解決につな
がっていくと思われるのですが、現実にはそれ
があまり簡単ではないかもしれません。
　こういう問題意識に基づいて、実はもう一つ
のユネスコの価値教育が誕生しました。2008年
の国連総会で、2010年は「文化の和解のための国
際年」（International Year for the Rapprochement 
of Cultures）と定められました。この「文化の
和解」に、Rapprochement という言葉を国連
（ユネスコ）は使っています。Rapprochement
（ラプロシュマン）という言葉は、もとはフラ
ンス語で「再接近」、つまり仲たがいしていた
両者が再び歩み寄ること、仲直りをすることを
意味します。ですからこのプログラムは、これ
まで対立や葛藤関係にあった民族間、宗教間、
文化間の対話を促進することで、平和の文化
（Culture of Peace）を 実 現 していこうとする
国連のイニシアティブです。ここには、平和の
文化を実現するためには、和解が必要不可欠な
前提条件だという認識が当然あるわけですね。
この国際年に基づいて、2013年から2022年が
「文化の和解のための国連10年」と定められま
した。ということは、現在2017年もこの「文化
の和解」のための10年に入っているわけですが、
なぜ日本のユネスコスクール関係者の間でこの
テーマがあまり取り扱われないのか、不思議に
思っています。「文化の和解のための国連10年」
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す。確かにそうですね。たとえ自分に不当なこ
とをしても、相手が自分よりはるかに立場の弱
い人であるとか、年少者の場合は、割と許しや
すいと思います。逆に、自分と対等だったり、
自分より上だったり、力があったりすると、許
せなくなる。やはり、「ゆるし」という 行 為 は
自尊感情と関わっているわけですね。ですから、
許すというのは一種の譲歩に見えるけれども、
実はそれは、相手に対してより高い次元での優
位性を獲得することになります。もし、そうい
う気づきがもたらされたら、許しというのは可
能になるのではないかという理論です。このエ
ンライトの視点は、現代の民族対立や世界の
「恨み」に関わる問題について一つの解決の糸
口を提示してくれているのではないかという気
がいたします。許しをコンピテンスとして捉え
る視点ですね。これは、ユネスコの価値教育に
とっても参考になるのではないでしょうか。人
間は相手の上に立つことで寛容になれる。だか
らアメリカは戦後日本に対して寛容だった、と
いう側面もあるのかもしれません。逆に、韓国
や北朝鮮が日本を許せないというのは、日本に
対するある種のコンプレックスの表れという見
方もできるかもしれません。

４ ．地球市民教育（GCED）とは

　最後に「地球市民教育」（Global Citizenship 
Education）について言及します。これは新し
い価値教育のプロジェクトです。今はもうお辞
めになりましたけど、国連の前事務総長であっ
たパン・ギムン（潘基文）さんが、2012年に出
した ʻGlobal Education First Initiative（グロー
バル教育第一イニシアティブ）という提言にお
いて、現代世界における教育の最重点目標を 3
つ掲げています。その一つは「世界の全ての児
童の就学を実現すること」。非識字者をなくそ
うという取り組みです。 2 つ目が「学習の質の
改善」（Quality Education）です。3 つ目が「地
球市民意識の醸成」です。実はこれはすごいこ

　日本と同じく第二次世界大戦で大きな戦争責
任を問われることになったドイツでは、戦後一貫
して「過去の克服」（Vergangenheitsbewältigung）
と和解を大きなテーマとして学校で教えていま
す。二度とあのような戦争を起こさないという
切実な要請に基づいて、戦後のヨーロッパでは
国際理解教育が大いに発展しました。国際理解
教育を主要テーマにしてきたドイツや EU 諸国
と比べると、どうも日中韓を軸とする東アジア
においては、「文化の和解」のプロセスは立ち
遅れていると言わざるを得ないと思います。
「文化の和解」は、ESD の本質的課題でもあ
るにもかかわらず、ESD の推進拠点であるは
ずのユネスコスクールで「文化の和解」のテー
マがあまり扱われてこなかったのは、どうも私
は不満ですし、不思議な気がいたします。何か
理由があるのでしょうか。
　「文化の和解」と関連して、心理学の観点か
ら一つ紹介したいのが「謝罪と許し」です。私
たちも個人の人間関係を考えてみると、やはり
自分に不当なことをした人をなかなか許せない
ですよね。私も正直言って許せない人がいま
す。表面はさりげなく振る舞っていても、心の
底では「覚えていろ」と言っている自分がいま
す。それはなぜかと言うと、私が人格者じゃな
いからですが、でも許してしまうと、自分の優
位性が揺るがされるというか、脅かされるって
いうのが、どこかにあると思います。これは私
だけでなく、おそらく多くの人はやはり自分を
守るためにどうしても人を許せない。許せない
ことで、ある種の自分の強さを保てます。だか
ら人を許すというのは、ある種の心理的ハード
ルであると思いますが、それに関して、アメリ
カの心理学者ロバート・エンライトは、「許し
は一つの主体的な選択である」という理論を提
唱 しています（Forgiveness theory）。これは
非常に面白い視点だと思いました。自分に不当
なことをした相手を許すという選択ですね。エ
ンライトは、自分が優位な立場にある場合は人
を許すのは容易である、という指摘をしていま
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るので、アイデンティティ形成の問題に非常に
関心があります。そして地球市民教育は、本質
的にアイデンティティ教育なのではないかと考
えております。地球市民アイデンティティが形
成されたと言えるためには、恐らく 3 つの基準
が大事だろうと考えられます。
　これはユネスコが言っていることとも重なって
いますが、一つは「自我関与」（Self involvement）
です。グローバル社会で起きている様々な問
題、どこか地球の遠いところで起きている問題
を、他人事ではなくて、自分自身のこととして
当事者意識を持って見ることができているかど
うかがここで問われます。これは日本人にはな
かなか難しい課題かと思います。日本の学生た
ちに、シリアの空爆でどれだけ犠牲者が出たと
か、南スーダンで民族紛争のためにどれだけ深
刻な事態になっているかとか、マンチェスター
のテロで犠牲になった方々がどれだけ大変な思
いをされたか、というようなことを話しても、
たいていは、「それは大変ですね」ぐらいで済
んでいて、そういう事態が実際に自分の家族に
起きたらどう思うかというところまで思いが至
らないというのが現実だと思います。
　 2 つ目の基準は「問題解決に対する積極的な
取り組み」です。単に当事者意識を持つだけで
は不十分です。実際に問題状況があるわけです
から、このまま 放 置 していてはまずいわけで
す。問題の解決や改善に向けて自分は何ができ
るのか、どういうふうに行動（Action）を起こ
してくのか、問題解決への動機付けを持てるか
どうかがここで問われます。
　 3 番目の基準として、これは特に私が関心
持っているテーマですが、「集 合 的 自 尊 感 情
（Collative self-esteem）」があります。自分や自
分が属している地域社会、国家、グローバル社
会、あるいは他のものでもいいのですが、個人
が自分を取り巻く集団とのつながりを肯定的に
捉えられているかが集合的自尊感情の指標とな
ります。愛国心という言葉は政治的に乱用され
る懸念があるのであまり使うべきでないのかも

とです。なぜなら、人類の教育の最優先課題と
して、地球市民性の育成課題が挙げられている
からです。さらにすごいと思ったのは、そもそ
も現代世界の諸問題を解決していく最も重要な
視点は「教育」だ、と明確に断言している点で
す。「教育」こそ世界を変えていく一番の力な
のだ、というのがパン・ギムン国連事務総長の
メッセージだったわけです。このイニシアティ
ブが出された後、ユネスコスクールが地球市民
教育の拠点として位置づけられ、地球市民教育
は潘基文前国連事務総長のイニシアティブに基
づいてユネスコの教育プログラムとして発足し
ました。今までに大きなフォーラムが 3 回開か
れています。フォーラムは2013年の12月にバン
コクで 開 かれました。第 2 回 フォーラムは、
2015年の 1 月にパリのユネスコ本部で開催され
ました。そして、先 ほどご 紹 介 いただいた、
2017年 3 月にカナダの首都オタワで開かれた会
議「平和と持続可能性のためのユネスコ週間」
で、「第 3 回ユネスコ地球市民教育フォーラム」
が実施されました。
　この「グローバル教育第一イニシアティブ」
に謳われた第 3 の重点課題「地球市民性の育
成」 Foster global citizenship が、世界の教育の
最優先課題だというのは国際連合の提言として
は新しい視点だと思います。いずれにしても、
国連は地球市民性を育成することを目的とした
「地球市民教育」を発足させ、ユネスコスクー
ルはその推進拠点として位置づけられたという
ことになります。ここに、地球市民教育に関す
る教員向けのガイドブックを持ってきておりま
す。表題は「地球市民教育」 “Global citizenship 
education”、副題は「21世紀の諸課題に向け
て学習者を準備させていくために」 “Preparing 
learners for the challenges of the 21st century”
となっています。
　地球市民教育を発達的観点からみると、地球
市民アイデンティティを児童・生徒の中に醸成
していくことが、大きな課題になるのではない
かと思います。私は一応、心理学を勉強してい
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処する能力が挙げられます。これに関連して、
文化心理学の研究室では、多元的アイデンティ
ティを持っている人のほうが、葛藤解決能力が
高いという実験結果があることを知りました。
例えば、自分の中にいくつか複数の文化的アイ
デンティティを持っている集団で、典型的なの
は、チャイニーズアメリカンズ（アジア系アメ
リカ人）のような人たちですね。中国で生まれ
育ってアメリカに留学したというだけでなくて、
両親がすでにミシガン州に住んでいて、子供は
中国系ではあるけども、生まれたときからずっ
とアメリカで生まれ育ち、英語しか話せないと
いった人たちです。アメリカにはそうした複数
の文化的背景を併せ持つ人々がかなり多数いま
す。その場合、自分の中の中国人アイデンティ
ティとアメリカ人アイデンティティの間の統合
レベルが高い人のほうが、そうでない人よりも
葛藤に対する対応能力が高い。そういう実験結
果をたとえば香港大学の Hong 先生が出したり
しています。
　また、バイカルチュラル（二文化保有者）の
人の場合は、統合レベルの高い人のほうが、そ
うでない人に比べると、他者のいわゆる社会的
規範からずれたような行動に対して、より寛容
であるということを、Huff という研究者が明ら
かにしています。こうした研究結果から予測で
きるのですが、複数の文化的アイデンティティ
の統合レベルが高くなることと、地球市民性に
求められる寛容や葛藤解決の能力の発達とは、
どうも正の相関があるのではないでしょうか。
地球市民性との関連で、アイデンティティの統
合のあり方に注目していく必要があると思いま
す。
　それでは、こうした 地 球 市 民 アイデンティ
ティを効果的に育てていくには、どのような方
法があるのでしょうか。まず提案したいのは、

「ロールプレイを通じた視点取得の実践」です。
例えばキリスト教徒とイスラム教徒の間で、役
割交換するという実践演習などがそれにあたり
ます。キリスト教徒がイスラム教徒の役割を演

しれませんが、集合的自尊感情の一つとして、
健全な愛国心というのは大事だろうと思いま
す。集合的自尊感情の対象が国家だけに固定
化、固着し、しかもそれが排他的な構造を持つ
ようになった場合に問題となるのでしょう。
　地球市民と言った場合、国を超えたレベルの
アイデンティティが同時に求められます。例え
ば、EU が進めているヨーロッパ市民教育の取
り組みがあります。今 EU 自体もブレグジット
とかいろいろとあって危機的状況に陥っていま
すが、ヨーロッパ大陸諸国の学校現場で行われ
ているのは（私もドイツに留学しているときに
見せて頂きましたが）、「君たちはドイツ人であ
る以前にヨーロッパ市民なんだよ」といったア
イデンティティの多重性、多元性に気づかせる
教育です。特にドイツの場合、第二次世界大戦
の戦争責任があるのでヨーロッパ市民教育には
とくに力を入れて取り組んでいます。その意識
が、残念ながら第二次世界大戦で同じようにい
わゆる加害者側に立っていた日本は、どうもい
まひとつ薄い気がします。アジア市民としての
アイデンティティの育成という課題が、どうも
浮 上 してきません。これが 浮 上 してこないの
も、やはり今の東アジア諸国間の緊張関係が障
壁として働いているように思われます。しかし
本来は、そうした緊張関係があるからこそ、国
家の枠を超えたアジア市民アイデンティティの
醸成が求められているのではないでしょうか。
　自分自身が人類共同体の一員として、グロー
バルな諸問題に対して当事者意識を持って自我
関与できる人、人類共同体を自分自身の問題と
して捉えられる人、こういう人を育てていくこ
とが、地球市民教育の一番大きな教育課題なの
ではないかと思います。先生方はいかがお考え
でしょうか。
　 2 年前の2014年度、私はサバティカルでアメ
リカのミシガン大学に研究滞在させて頂きまし
た。北山忍先生が運営する文化心理学の研究室
に在籍しておりました。地球市民に期待される
能力の重要な側面として、異文化間の葛藤に対
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じ伝統に基づいているのだという歴史的事実を
学習者に気づかせてあげるのも一つの手でしょ
う。東アジアに話を戻せば、今、日中韓や北朝
鮮がいろいろな局面で政治的に対立しています
が、これらの国々の間には、実は非常に大きな
共通の文化遺産があるわけですね。仏教的世界
観、儒教の伝統、漢字、学歴主義、家族観、先
祖崇拝など、挙げてゆけばきりがありません。
こういった文化的共通性の大きさに気づかせて
いくという取り組みは、恐らく地球市民意識を
育てていくのに有効ではないかと推測されます。
　もう一つの教育的介入法として、矛盾への直
面があります。どんな文化も必ず矛盾を内包し
ていますので、その矛盾に気づかせていくのも
一つの取り組みとして検討に値すると思ってい
ます。例えば、「欧州・アラブ対話プロジェク
ト」のような取り組みは、異文化間の対話を通
じ、自然な形で自文化に内蔵された矛盾に気づ
かせていくという手法で、地球市民教育のプロ
ジェクトとして有効な方法の一つかと思います。
　日本の場合は残念ながらまだありませんが、
ユネスコスクールにおける多国間の協同プロ
ジェクト、特に内容的に優れた実践事例として
ユネスコが 認 定 したものは、「フラッグシック
プロジェクト」という認証をもらっています。
先ほど挙げた「欧州・アラブ対話プロジェク
ト」（Euro-Arab Dialogue） は、 フラッグシッ
ププロジェクトの認証を受けた教育実践の一つ
で、ヨーロッパからはドイツ、イタリア、デン
マークのユネスコスクールの生徒が参加し、ア
ラブからは 4 カ国（パレスチナ、ヨルダン、ト
ルコ、リビア）が参加して、共通のテーマにつ
いて対話を行い相互の理解を深めています。
　この「欧州・アジア対話プロジェクト」の中
心になっている活動は、交流セミナー、相互訪
問です。アラブ世界の伝統と現代の精神をモッ
トーに、アラブ人の生活の仕方・宗教（イスラ
ム）、文化・政治・社会の現状を、欧州の青少
年（イタリアやドイツの青少年）が、アラブの
青少年との対話の中で多面的に学びます。 1 週

じて、イスラム教徒の生徒がキリスト教徒の立
場に立って、お互いにグローバルな特定の問題
を議論したらどうなるか。
　これは、日中韓でもやってみたら面白いのか
なと思います。例えば、尖閣諸島のような領土
問題でもいいし、歴史問題、従軍慰安婦の問題
でも何でもかまいません。日中や日韓の生徒
が、相手の立場、つまり本来の自分とは反対の
立場に立って議論してみるというロールプレイ
の演習をやってみてはいかがでしょうか。ロー
ルプレイのセッティングをファシリテーターの
先生方がよほどうまくやらないと、みじめな失
敗に終わる可能性がありますし、余計に対立を
先鋭化してしまい危険な結果をもたらす可能性
もあります。しかしこのロールプレイをうまく
やったら学習者の視点を相対化、多元化するう
えで相当の効果が期待できるのではないかとい
う気がいたします。
　実際、これに近いことを、模擬国連（モデル
UN）などの国際的ボランティア団体でやって
います。集まった生徒たちが、それぞれ自分の
国とは違う国の代表団の立場になって、特定の
問題を話し合う。私もアメリカで何度か参加さ
せていただきました。グローバルな諸問題につ
いて、多様な立場や意見に対する視点取得能力
を高めるには有効だろうと思われました。
　もう一つ、地球市民意識を育てていくための
教育的介入の方法論として有効だと思うのが
「共通要因への気づきを高めていく取り組み」
です。具体的な例としてキリスト教徒とイスラ
ム教徒の関係について言えば、キリスト教もイ
スラム教も、同じアブラハムの宗教、啓示宗教
としての一神教ということで歴史的には同じ根
から派生しています。どちらも、もとはユダヤ
教、つまり旧約聖書の啓示に基づいているわけ
です。こういう言い方をしてよければ、キリス
ト教徒とイスラム教徒（ユダヤ教徒もそうで
す）は、同じ神を信仰しているわけですね。共
通性よりも対立点のほうが、より強調される傾
向があります。ですのでこれら 3 つの宗教は同
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とで「持続可能な開発目標」の実現を遅らせて
しまう、という現実があります。世界全体の持
続可能性を高めていくためにも、人々が地球市
民意識を持つことがやはり必要不可欠な条件だ
と言えると思いますが、オタワ会議ではそのよ
うな議論も出されていました。
　もう一つ、オタワ会議で強調されていたのが
「教師の役割」です。持続可能な社会と地球市
民性に向けた意識変容と行動変容をもたらして
いくには、やはり気づきを促し、学習行動につ
なげていくファシリテーターがどうしても必要
になる。そういう意味でのファシリテーターを
務められるのは教師以外にないということが非
常に強調されていました。
　私は臨床心理士として、学校で居場所のない
生徒たちと面談することがよくあります。児童
生徒の、あるいは私たち一人一人の市民の「居
場所」の問題はどこかで地球市民教育の課題と
つながっているのではないかと思っている次第
です。決して突飛ではないと思います。自分と
世界とのつながりの意味が分かってくると、人
間はおそらく自らの存在意義、つまり居場所が
見えてくるはずだからです。一人ひとりの個人
のそうしたかけがえのない居場所をきちんと自
覚させないような空気、それはある意味で教育
力の機能不全ともいうべき風潮が、学校現場で
広がってしまっている。もちろん全てではない
ですけれども、そういう傾向が目につきます。
そして、これはまさに ESD 的あるいは地球市
民教育的視点から、学校の文化風土の変容に向
けて働きかけてゆく必要性のある課題ではない
かと思っています。

６ ．ユネスコスクール支援大学間ネットワー
ク（ASPUnivNet）と大学の役割

　最後に、「ユネスコスクール支援大学間ネッ
トワーク」（ASPUnivNet）をご 紹 介 させて 頂
きます。これは、ユネスコの価値教育を進めて
いるユネスコスクールを支援する大学間ネット
ワークです。これは日本独自の取り組みです

間ぐらい泊まり込みのキャンプで一緒に対話す
るわけです。相互訪問ですから、ヨーロッパで
一回やったら、次はアラブでやるといった形で
運営されています。欧州とアラブはご承知のよ
うに、歴史的に長期にわたる対立関係がありま
す。かつて十字軍があったり、宗教上の対立に
基づく差別や迫害も数えきれないほど起きてき
ました。けれども、そうした歴史的対立を見据
えながらも、参加者は未来志向の気持ちでお互
いの対話を進めている。歴史的な対立をはらん
でいる地域の青少年が直接出会い、対話する中
で、互いの文化伝統の価値やその共通性を知
る。これはものすごく大きな意識の変容をもた
らしうる教育の取り組みだと思います。これを
東アジアでできないか前々から模索しているの
ですが、先生方、何かいいアイデアがあれば、
ぜひご提案下さい。

５ ．ESD と GCED の相補性と統合

　2017年 3 月 6 日から10日かけてカナダの首都
オタワで開催された「平和と持続可能な開発の
ためのユネスコ週間」について、簡単にご報告
させて頂きます。このしおりは、このオタワ会
議「ユネスコ週間」で頂いてきたものです。あ
とでご覧いただければと思います。私もここに
写っている参加者グループのどこか後ろのほう
にいると思います。この「ユネスコ週間」の主
要テーマだったのが、「ESD」（持続可能の開発
のための教育）と、地球市民教育（GCED）の
統合をどのように進めていくか、という問でし
た。このふたつの教育プログラムは別々のもの
でなくて相互包括的な関係にあるのだというこ
とが確認されていました。内向きの一国主義や
民族主義は、今残念ながら世界にかなり蔓延し
ています。例えばアメリカのトランプ政権がパ
リ協定から離脱するみたいなことを言ったり、
ヨーロッパ諸国で極右政党が台頭して来たり、
いろんな問題が起きています。しかしこうした
排他主義的態度は、けっきょく対立をあおるこ
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毎年、文部科学省による「日本ユネスコ パー
トナーシップ事業」という委託事業があります
が、ASPUnivNet は毎年、この事業委託を受
け、再配分、再委託という形で、それぞれの大
学で、それぞれの地域におけるユネスコスクー
ルの教員研修会や ESD セミナーといったもの
を開いています。玉川大学も毎年この事業委託
予算でユネスコスクール研修会を開催しており
ます。ASPUnivNet に加盟する20大学のうち、
5 大学は大学自体がユネスコスクール加盟校
としての認証を受けています。具体的には、宮
城教育大学、玉川大学教育学部、愛知教育大学、
三重大学、奈良教育大学の 5 大学です。玉川大
学は日本の私立大学では唯一、ユネスコスクー
ルに加盟している大学です。
　最後に、ユネスコの価値教育に大学が果たし
うる役割とは何かを考えてみたいと思います。
ユネスコスクールの今後に向けた課題にもいろ
いろあります。例えば、大学の各学科の中に平
和とか持続可能性とか地球市民性とか、こう
いった価値に焦点づけした研究・教育テーマ領
域を創設していくことはできないでしょうか。
これはここにおられる先生方への質問でもあり
ます。
　そして、この「SDGs」（持続可能な開発目標）
も大学とのかかわりで重要な意味を持ってきま
す。ユネスコが積み上げてきた価値教育は、い
わば国連の SDGs に総括されている形になって
いますが、現代の学問研究に対してこれがどう
いう意味を持っているのかという、価値相互の
つながりの構造解明は大学が取り組むべき重要
な研究テーマになるはずです。これらの価値を
学際的に俯瞰するような専門家のクリアリング
ハウスのような組織ができたらいいのではない
かと思いますが、いかがでしょうか。
　創価大学も教員養成課程をお持ちでいらっ
しゃいますが、たとえばユネスコが 主 導 する
ESD とか、地球市民教育に向けた教育力育成
を目標にした科目やコースを作っていくことは
可能ではないでしょうか。高等教育機関とし

が、国際社会全体で現在次第に注目を集めるよ
うになってきました。2008年に宮城教育大学の
提案により発足し、奈良教育大学、玉川大学を
はじめ、2017年 6 月 現 在、全 国20大 学 がこの
ネットワークに加盟しています。
　私も玉川大学の教員として、ユネスコスクー
ルの加盟支援をしています。東京をはじめとす
る首都圏でユネスコスクールに加盟を希望する
学校の申請書を添削し、アドバイスを提供する
業 務 があります。ユネスコ・アジア 文 化 セン
ター（ACCU）から加盟申請書の添削依頼が来
ます。「もうちょっとこういう活動を強調した
らいいんじゃないですか」とか「ESD 的な意味
をこういうふうに加えたらさらに説得力が増す
のではないでしょうか」といったコメントを加
えます。場合によっては加盟申請書の英訳のお
手伝いをすることもあります。ユネスコスクー
ル加盟申請書は文部科学省を通じパリのユネス
コ本部に行きますので、英文で申請書式を内
容・形式ともに整えておくことは必要不可欠で
す。そして大学の持っているさまざまな知的資
源、学問的資源を、学校現場での教員研修会な
どを通じて現場の先生方に提供していくことも
大学に求められる役割の一つです。「海外のユ
ネスコスクールと交流したい」という学校は少
なくありませんが、「相手が見つからない。ど
うしていいか分からない」という戸惑いも多く
聞かれます。大学は海外とさまざまなつながり
がありますので、ASPUnivNet は日本のユネス
コスクールと海外のユネスコスクールとのいわ
ば縁結びのようなことをしています。この間の
多摩市と韓国の金海市とのユネスコスクール交
流協定もその一例です。
　大学の役割として、もう一つ、「地域連携支
援」があります。行政や NPO を教育機関とつ
なぐ仕事です。このつなぐ役割は、やはり高等
教育が果たしうる大きな貢献だろうと思ってお
ります。コーディネーターとしての 役 割 です
ね。現在、全国で20大学が、「ユネスコスクール
支援大学間ネットワーク」に加盟しております。
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望月：
　どうもありがとうございました。質疑応答の
時間に入ります。何かございましたら、挙手を
お願いします。

質問者 １（志村）：
　どうもありがとうございました。社会的、経
済的、環境的利益が求められていく一方で、先
ほどのお話も、その 3 つのバランスを取らなけ
れば、利益から社会的、経済的なものになって
いく課程で、社会化のギャップ、個人が企業に
求めるギャップ、あるいは個人が社会に求める
ギャップがますます広がっていくように思いま
す。「持続可能の」というものに対して、何ら
かのプライオリティーや、それらに対するバラ
ンスを取っていかないと、「持続可能」なもの
にしていくのは不可能だと感じるが、いかがお
考えでしょうか。

小林：
　はい。ありがとうございます。今、先生がご
指摘になられたのは、ESD の大事なポイントで
す。例えば、今の「持続可能な開発目標」（SDGs）
を進めていく上で、企業の社会貢献活動は非常
に重要な役割を果たしております。国連にして
もユネスコにしても、企業に積極的に資金を出
していただいて、広報活動を進めています。吉
本興業もその一つだと思います。それがビジネ
スとしても成立する。特に西ヨーロッパ諸国
（イギリスやドイツ）では、企業の社会貢献活
動として、この SGDs の広報をすることで、企
業の社会的なイメージも向上して、業績も上が
る。そういう好循環が、全てではないですけど、
一定の領域の中で生まれています。そういう点
からすると、そもそも企業は利益追求体なわけ
ですが、そこでいう利潤や利益とは一体何なの
か。かなり根本問題に立ち返って見直すいい機
会を提供してくれているのかなという気もいた
します。本当に人類益にかなうような活動をし
ないと、これからは企業の本当の利益に結びつ

て、価値教育に焦点づけした学科やコースの設
置を全国的にもっと進めていいのではないかと
思います。
　さらに、これは創価大学にやっていただけそ
うな感じがするのですが、哲学的・宗教的・文
明史的な観点から、ESD や GCED（地球市民
教育）が、どういう現代的な意義があるのか。
これまで綿々と続いてきた人類の思想・系譜と
どういった関連性があるのか。大きな視点から
位置づけていく作業は、大学でこそ可能な営み
ではないかと思われます。
　心理学者として言わせていただくと、臨床心
理士とか、今回新しく国家資格として成立した
公認心理師の養成課程についてです。児童生徒
の居場所という問題は、自分の生きている意味
の確認でもあると思いますが、こうした児童生
徒の「居場所」の保障に焦点づけしたような、
心の教育としての ESD や GCED の研究の視点
を、教員養成課程に盛り込んでいくことも、大
学でないとできない重要な仕事ではないかと考
えている次第です。
　今日お話しさせて頂いた内容は、創価大学の
馬場善久学長にもお読みいただいて大変光栄な
のですが、私が2014年11月に明石書店から上梓
させて頂いた『ユネスコスクール』という本に
も詳細に書かせて頂いておりますので、ご参照
頂ければ幸いです。これはある意味でユネスコ
クラブやゼミの学生たちとの交流や対話から生
まれた本です。ユネスコクラブの海外スタディ
ツアーでは、アテネのパルテノン神殿の前に学
生を連れて行って、そこで人類史の中の ESD
の意味なども一緒に考えたりもいたしました。
　時間が来ましたので、今日の私の話題提供は
このぐらいにさせていただきます。ぜひ、先生
方からのご意見をいただければ幸いです。どう
もありがとうございました。

（拍手）
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か。これを見つめて多元的な自己に気づくこと
が、今地球社会が抱えている様々な環境問題や
エネルギー問題（あるいは対立問題もそうです）
に、できるだけ柔軟に対応していくための一つ
の素地を作るのではないかと思います。
　もう一つの問題として、アイデンティティは、
先生がおっしゃるように、ある種の排他性をど
うしてもはらんでくる。いわゆる内集団と外集
団の対立です。準拠集団というのは必ずある種
の排他性を持ちますが、必ず排他的になるとは
言い切れないわけです。集団間の関係というの
は、対立関係であるという局面もあれば、協調
的な関係、協同関係であることもある。競争と
協同は常に裏腹ですから。対立、競争、協同と
いうのは、どれも必ず集団間の関係に付きまと
うわけです。ですからそれが必ず対立的あるい
は排他的なものに陥らざるを得ないという運命
論を取る必要は、必ずしもないのではないで
しょうか。対立する部分がどこかには残るで
しょうけれども、全体の構図として、集団間、
国家間でも、民族間でも、宗教間でもいいです
が、対立をミニマムにし、人類が直面している
様々な課題に向けて、協同して取り組みやすい
仕組みを作っていくことが肝腎です。共同作業
をすることで、お互いのメリットになるという
ような構図がより前面に出ることで、集団間あ
るいはアイデンティティ間の関係自体が変質す
ることは充分考えられるのではないでしょうか。

質問者 １（志村）：
　地球市民でなければいけないという枠組みに
なってしまうと、もともとある既存の価値や利
益観が変わることによって、結局自分一人、居
場所がなくなることになってしまう。そうする
と、社会問題はどんどん発生してしまうことに
なる。そうなってくると、経済的、社会的、環
境的なバランスをどう取っていくかということ
を考えなければ、アイデンティティも、クライ
シスな問題を解決することはできないのではな
いかと思うのですが。

いていかない。そういう時代にこれから入りつ
つあると思います。

質問者 １（志村）：
　すみません、質問の意味が違っていまして。
それは企業レベルでおいてはそうであったとし
ても、個人レベルにおいては、結局、経済的な
格差が出てきて、「～しなければいけない」と
か、「社会人なんだから、モラルを守らなきゃ
いけない」とか、アイデンティティのレベルが
どんどん高くなって、現実におけるギャップが
ますます広くなってくる。アイデンティティの
追求が、逆に、社会問題としての課題を大きく
広げているのではないかということです。

小林：
　そういうことですね。 アイデンティティの
持っている、ある種の危険性というか、排他性
ということから考えると、もちろん一言では言
えないことですけど、ここで重要なのはむしろ
アイデンティティの持ち方の問題だろうと思い
ます。
　アイデンティティの持ち方と言ったときに、
恐らく 2 つ意味があります。一つは「多元性の
問題」ですね。人間は、特に青年期以降はアイ
デンティティを持って生きていかないと一定の
方向性がないわけです。ですから何らかのアイ
デンティティを形成するわけですけど、それは
単一ではないですよね。個人としてのアイデン
ティティももちろんあります。でも、その個人
の中にはいろいろな内容が入っています。例え
ば、私は心理学者としての職業アイデンティ
ティがあり、町田市民としての地域アイデン
ティティがあり、玉川大学教員としてのアイデ
ンティティも持っていますし、日本人としての
国民アイデンティティ、男性としての性アイデ
ンティティなど多用なアイデンティティが一個
人を構成しています。それらをその人の中でど
ういう形で統合しているのか、どれだけ多様な
アイデンティティを自分の中に持てているの
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を、これから人類社会が協同で開拓し、見つけ
ていかないといけない。そこに問題の根本があ
るのではないかなという気がします。そこは非
常に大事なご指摘です。

望月：
　ありがとうございます。

質問者 ２（小出）：
　大変に刺激的なお話をありがとうございまし
た。創価大学の国際教養学部の小出と申しま
す。今の質問と少し連続するかもしれないので
すが、ESD ないし GCED で、特に日本で実践
する場合に、外国語教育（特に英語教育）はど
のように位置づけられているでしょうか。現在、
グローバル人材という人材像が強く出てきてお
ります。その上で地球市民というものを見たと
きに、グローバル人材というのはどうしても、
経済社会の中でとなり、英語が必要条件という
ことになり、そこが出てくると疎外感を感じる
こともあると思います。一方で、小林先生が
おっしゃられたとおり、地球市民というのは包
摂 的 な 概 念 があるべきなんですが、一 方、コ
ミュニケーションを取るというふうになると、
どうしても英語というものが強く出てきてしま
うと思うのですが、どのようにお考えでしょう
か。

小林：
　はい。ありがとうございます。これも非常に
重要なご指摘です。これもまだ最終的な解決は
見 つかっていません。むしろいろいろなアプ
ローチというか、解決がありうる問題だと思い
ます。私の今の視点から一つだけ申し上げる
と、グローバル人材という概念を言ったとき
に、恐らく 2 つの大きな意味があって、それが
混同されている危険がある気がいたします。
　一つは小出先生がご指摘になったような、
「国際間の競争に打ち勝つことができるような
有能なグローバル人材」です。例えば、スーパー

小林：
　今の先生のご提言に対していろんな答えがあ
りうると思います。一つお聞きしたいのは、「地
球市民アイデンティティを持たなければいけな
い」ことで、その結果として居場所がなくなる
可能性があるというのはどういう意味でしょう
か。

質問者 １（志村）：
　それは地球市民として、「キリスト教の人を
憎んだ」「イスラム教を憎んだ」段階で、すで
に自分のアイデンティティクライシスであると。
破壊されているわけですよね。

小林先生：
　はたして 必 然 的 にそうならざるを 得 ないで
しょうか。そこはいささか疑問に感じます。

質問者 １（志村）：
　さっき言った地球市民の定義というのは、結
局、全ての教養があって、許容することだけれ
ども、許容しなかった段階において、すでに地
球市民という定義から外れることに対する自己
嫌悪に陥るわけですよね。

小林：
　分かりました。地球市民とは何かという問題
自体が、いわゆる公式の一応の基準というのは
ガイドブックに書いてありますけど、まだガッ
チリした定義ではないわけで、模索段階である
と思います。国連・ユネスコにとっても、関係
者にとってもまだ模索段階です。まさに先生が
ご指摘になられたように、地球市民意識を醸成
することで、だれかが排除されたり、自分の居
場所がなくなったりすることは、本当はあって
はならないことです。そういう排除の論理が働
くとすれば、それはある意味では誤った定義の
仕方になると思います。そうでなくて、まさに
一人として排除されることのないような、そう
いう形の包括主義的な地球市民の意識の定義
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また違う動機が出てきて変質してくるとは思う
んですけれども…。ただ、基本的に同じ英語教
育を強調するとしても、競争志向のグローバル
教育と、共生志向のグローバル教育とでは、基
本的な課題意識というか、目指している方向性
がいささか異なるということは、指摘させて頂
きます。

質問者 ２（小出）：
　「内発的」という言葉が非常に印象的です。
ありがとうございます。

小林先生：
　非常に難しい問題だと思います。簡単な答え
は出ないですからね。

質問者 ３（遠藤）：
　セラピストとしてお伺いしたいところがござ
います。教育学部の遠藤と申します。「謝罪と
許し」というところで、臨床の中でクライアン
トさんが怒ったりすることがあるかと思うんで
すね。その場合に、この「許し」というような
感情がクライアントさんの中に出てくるのか、
あるいはそれを促すような技法とかがあれば、
教えていただければと思います。

小林先生：
　なるほど。具体的な技法というのは、もちろ
んもう開発されているのかもしれませんが、私
はまだ不勉強でよく存じ上げません。遠藤先生
の質問へのお答えにはなってないのですが、結
果がそれを示している、というケースは逆にあ
りますね。こちらから特に促したのではなくて
も、何度かセッションを繰り返していく中で、
カウンセリングをやっていく中でゆるしが生ま
れてくるプロセスがあります。例えば、どうし
ても許せなかった生徒の○○さんだけど、何か
のきっかけがあって許すことができた。そうい
うようなことが起きたときに、往々にしてその
生徒は、今までずっと学校に来られてなかった

グローバル・ハイスクール（SGH）みたいなと
ころでやっているような、非常に高い企画力や
交渉力を持って、英語が流暢に使いこなせるよ
うな人材です。そういう意味での「競争力」と
してのグローバル人材ですよね。これが一つあ
ります。ところが、国連やユネスコが「地球市
民」と言ったときの「グローバル人材」は、「競
争力」というよりは、「共生していく力」「差異
を 超 えて 一 緒 にやっていくことのできる 力」
で、それは結果としては世界の中でいろいろな
形で生じている格差といったものを、むしろ解
消していく、ミニマムにしていくような方向性
に働くような「共生力」と言えるかと思いま
す。それを教育目的にしている「グローバル人
材」なので、言っている意味合いというか、目
的の方向性（ベクトル）が違うと思います。ユ
ネスコスクールは基本的にはそういう共生力を
育てていくための学校の場というふうに私は理
解しています。そんなに間違ってはいないと思
いますが、その際に、英語というコミュニケー
ション・ツールの問題は当然に出てきます。例
えば、国の枠、民族の枠を超えて海外のユネス
コスクールと交流する、特に日本の場合は、ア
ジア太平洋地域の韓国、中国やインドネシアな
どと交流しようとしたときに、一番便利でお互
いに共通にコミュニケーションを取れる手段は
というと、やはり「英語」が現実的です。それ
は競争に打ち勝つためではなくて、お互いに違
う文化や違う伝統、違う視点を理解し合うため
のツールとして、英語があったほうがお互いに
楽しいし、実り豊かな交流ができるからです。
例えば、韓国の金（キム）くんの言っているこ
とも分かるし、中国の張（チャン）さんの言っ
ていることも分かって楽しい、といった体験を
求める志向性です。ユネスコスクールは、そう
いう内発的な動機付けに基づいた英語学習が可
能になる、一つのチャンスを生み出しているの
ではないかという気がします。もちろんそこで
の体験が、国際競争力の一つの手段として、前
述の競争的な文脈に利用されるようになると、
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て今日に至るまでの70年を越える歴史に加え、
漢やローマのお話まで、時空の旅をさせていた
だいたような、そういう思いがいたしました。
大変勉強になりました。本当にありがとうござ
いました。
　昨日、実はドイツから学生が来まして「創価
大学が実践している世界市民教育とはどういう
ものですか」と聞かれました。どういうふうに
答えたらいいものかと、苦し紛れにいろいろな
話をしたのですが、もし、今日のお話を先に聞
いていればもっといい 答 えができたのではな
かったかなと、そういう思いを抱きながら聞か
せていただきました。また、創価大学も、ユネ
スコスクールの支援のために、ぜひ参加させて
いただきたいと感じました。今日は本当にあり
がとうございました。

（拍手）

小林：
　貴重な機会を与えていただいてありがとうご
ざいました。そしてお三方の先生方、非常に興
味深いご質問をありがとうございました。

� ～終了～

のが、来られるようになったりします。あるい
は学校のクラスの中で孤立状態で、うまくいっ
ていなかったのが、それが機能しだすようにな
る。私の感覚だと、心の重石が取れたっていう
感じですね。そこから心理的な機能が活性化す
るようになったというような事例は、これまで
いくつか見聞きしてきました。だから、「許す」
ことが本人の心の力を回復するための有効な
きっかけになるということは間違いないと思い
ます。ただ、先生の今のご質問は恐らくそれで
はなくて、どうやったらその「許し」というも
のを促すことができるかという問ですよね。私
は、技法はまだ不勉強でまだよく分からないの
で、逆に先生が何かご承知でしたら教えていた
だきたいです。エンライトの「許し理論」に基
づいて言えば、許すことは、自分が損すること、
タダ取りではなくて、逆に、自分のコンピテン
スを一つ確証する、ある意味では自分の力、能
力、有能性の確認ですね。高次のメタの次元で、
相手に対する優位性を獲得する一つの手段なん
だということを、何らかの形でその生徒に納得
してもらう作業ですね。これができたら恐らく
変わるのではないでしょうか。いささか抽象的
な言い方で申し訳ありません。先生はいかがお
考えでしょうか。

望月：
　最後に、田中副学長より挨拶があります。

田中副学長：
　小林先生、本当に貴重なお話をありがとうご
ざいました。また、長時間にわたりご参加いた
だきました皆さま、本当にありがとうございま
した。
　今回の勉強会は、馬場学長の提案でぜひ小林
先生にお越しいただきご講演いただこうという
ことで開催させていただきました。私も小林先
生のお話をお伺いする中で、現代世界の日中韓
の問題や歴史の問題など、空間的に世界を巡る
ような思いをしたと同時に、1945年から始まっ
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